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メキシコの

石油資源(･)

竹田英夫(鉱床部)

H五deoTAKEDA

2.メキシコにおける油田開発の沿革と

その歴史的背景

前回は1930年代初期までの石油開発史について述べたが本文

ではメキシコで起った石油国有化に到る経緯とその後から現

在までのメキシコ石油分社(PEMEX)の活動を述べることに

する.

6)近代化期

1930年代の初め頃から低賃銀と著しい所得格差の待

遇の改善を要求して種々の石油会社で働いていたメキ

シコ人労働者達はグノレｰプの結成を始めた.しかし

この中の主だったリｰダｰの何人かは会社側に雇われた

ガンマンや白色テロ団の兇弾によって倒された.

このような殺人テロがあったにも拘らず石油労働者

達の団結と斗争はさらに強固になってきたため会社側

は御用組合を組織しようとしたが失敗に終ってしまい

1935年8月23目メキシコ共和国石油労働組合連合が結成

された.

1936年11月3弓組合連合は緊急総会を開きこれま

で個々の会社で結んでいた労働協約の一括改正を求めて

ストライキ宣言を決議し決議文を15の石油会社と13の

海運会社に送付したがストライキ突入後10日間は会社

側との協議には一切応じないという厳しいものであった.

一方会社側は異口同音に組合連合の決議を尊重するが

労働法により決められた石油工業の労働協約に合意する

ため協議の場を持つことを提案した.しかし組合

はストに突入し労働部会の要請でストライキの期間を

11月17目からさらに19目まで延期した.

ストライキの終った11月19弓組合連合は協約改正を

受け入れることを要求して11月29目にはさらに11時間

のストに突入することを予告しこれまでの契約条件の

多様化による悪待遇と賃銀格差の是正を求め給料の基

準を制定するように迫った.しかし会社側は労働法

により協約の改正は労働者の2/3以上の要請によっての

み行われ協約締結期間の終る3か月前に要請されるべ

きであるとして譲らずさらに労働法に基づく協約は繊

維･砂糖･ゴム･綿等の他産業では約10年間現実に適

用されて効果を発揮していると主張した.

この時期は世界的大恐慌から漸く脱出し経済の回復

が緒につき始めた頃であり石油会社も苦境を克服する

のに全力をつくしていたと思われるが労働組合連合の

提案を真剣に検討すべき時でもあった.しかしこれ

を怠ったメジャｰズを含む15の石油会社は後目メキシコ

からの撤退を余儀なくされる状態となつて行くのである.

さて組合連合と会社間の合意が成立せず国家の経

済と秩序の混乱を憂えた時の大統領ラｰサロ･カルデ

ナス･デル･リオ(L色｡｡｡oC｡｡d.n.sd.1Rio)将軍は｢両

極端に走ることなく結論を得るため6か月間の協議を

打って協約を成立させるようにまたストライキも一応

中止するようにして欲しい｣と電報によって両者に訴え

た.このため大統領の指示により小康状態をしばら

く保つかに見えたが結局両者の主張は平行線をたどり

カルデナス大統領が再度にわたり要請したにも拘らず

何の成果も得られなかったため組合は1937年5月28目

再びストライキに突入した.

13日間石油労働者達のストライキが続いた結果バス

は燃料不足のため運行が不可能となり路上に立往生す

る始末で電車は利用客をまかない切れず交通は麻津

状態に陥り石油を必要とする諸工場は門を閉め国家

経済は活動停止の状態となった.

再びカノレデナス大統領は組合の要求の適正な判定と会

社の自覚を促すことを約束してスト中の労働者の職場

復帰を呼びかけたため6月9目ストライキは解除され

た.

カノレデナス大統領の指示により政府和解調停委員会

の第7特別小委員会は両者の言い分について詳しく検

討し1937年12月!8目争議解決のため会社と組合の代表

者夫々の意見聴取を行った.

その結果第7特別小委員会は組合に有利な裁定を下

したが会社側はこれを不服としさらにこの裁定は憲

法に定められた労働法を侵害するとして最高裁判所に

提訴した.

当時のメキシコ最高裁は21名の判事がおり4つの小

法廷に分かれ第1小法廷は刑事第2は行政第3は

民事第4は労働の夫々の部門を担当していた.カノレ

デナス大統領の就任当初憲法の改正によりそれまで判

事は終身制であったのが任期6年に改正されている.�
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1938年2月2目最高裁は会社側の7,000ぺ一ジにの

ぼる違憲訴訟について検討を始めたがこの間メキシコ

労働同盟と石油労働組合連合はデモを組織し最高裁に

石油労働者を擁護するメッセｰジを送るよう国民に訴え

た.

2月上旬この争議を解決するため石油会社の特別

代表がニュｰヨｰクから来たが彼等は非公式に大統領

や大蔵大臣さらに労働局長と面談し労働者のサラリ

ｰの改善および更生福利の向上等の条件を提示して調停

を依頼したが労働組合はこれらの申し出を拒否した.

最高裁第4小法庭では判事の1人が判決原案を作製

しこれを討議した後他の判事はその賛否について投

票したが全員一致で会社側の訴訟は否決された.

1938年3月14目政府和解調停委員会は最高裁の判決

に基づき会社側に24時間以内に争議の解決を行うよう

指示したが会社側はこれに従わず異議を申し立てた

ばかりでなく公然と新聞等に政府の判定の不当性を宣

伝した.

同年3月!8目の夜カノレデナス大統領はラジオを通じ

て｢憲法第27条によりメキシコ石油産業は政府管理に

移して国有化する｣ことを宣言した.この国有化は世

界の他の諸国に先んじてメキシコがその第一歩を踏み

出したのである.

翌日の朝は独立や革命の勝利の夜明けの時のように

メキシコ石油労働者達を先頭にデモが繰りひろげられ

会社の死を象徴する棺桶まで担ぎ出されメキシコ市で

はカルデナス大統領をたたえて国家宮殿にデモは向い

メトロポリタン教会の鐘はメキシコ経済の独立を祝って

高らかに鳴り響いたという.

翌3月22目は大統領支持の学生のデモさらに23目は

一般市民･農民･労働者のデモが続き石油国有化賛同

の声はメキシコの隅々にまで拡がった.

1938年3月18目の国有化法案によればメキシコ政府

は全石油企業に対し賠償総額16億681万9,827ペソの負

債を抱えることになる.この賠償額を合意の下に決め

るためメキシコ政府は各石油会社を招請したが会社

は石油の国有化を認めずこの招請に応じなかった.

その後幾多の接渉カミ行われた結果シンクレアｰ･

グノレｰプ(Sin･1･i･C･nso1idatedOi1Co･po･･tion)が最初

に国有化に合意しメキシコ政府から総額850万ドルを

受け取り1940年10月1目メキシコから撤退した.

丁度この頃は第2次世界大戦突入の直前でもありア

メリカのルｰズベルト大統領は善隣友好および内政不干

渉を立前にメキシコの石油国有化を黙認したためア

メリカ系石油会社も国有化に抗し切れず1942年政府と

の間に契約が成立しメキシコ政府は賠償金額として全

アメリカ系会社に2,399万5,981ドノレさらにこの額に3

%の利子を上乗せした総額を5年間の年賦で支払うこと

になりこの支払いは1962年9月30目に完了した.

またメキシコ石油会社エル･アギラを中心とするイ

ギリス系グノレｰプとはさらに遅れて1947年8月29目に合

意カミ成立し賠償総額8,125万ドルを15年間の年賦で支

払うことになりメキシコ政府は1962年8月31目でもっ

てこれを完済し名実共に石油国有化を実現した.

このメキシコの石油国有化が第2次大戦後の世界経済

に与えた影響は実に大きい.その第一は俗にセブン･

シスタｰズと呼ばれる石油メジャｰズがメキシコからの

写真2

1939年3月石油国有化1周年を祝うデモ

写真1カルデナス大統領国有化宣言�
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来ているのは事実であろう.

､l

d'1サビｰナスガス田地帯

｡幕ぐ!

無ペノ､多北東舳滞

､1～㌧%

ベラクルス油田地帯

､｡＼/J｡〈1

㍗汁ギ1切

(5マ>雀

'{一⊥F'
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第1図メキシコの油田およびガス四分布図

撤退を皮切りにベネズエラの利益配分の譲歩を余儀なく

されこれが中東諸国に飛火して産油国の主張に屈服し

利益率は大幅に低下することになる.また第二には

石油ばかりでなく他の地下資源に関しても各国の自主

権が容認され国有化が進むことにたる.このため

外資系企業の開発途上国での活動は大きく方向転換をせ

ざるを得なくなった.

しかし石油メジャｰズは未だに勢力を保ち彼等の

体制維持の手段は世界の経済および政治をも左右すると

いわれその端的な例はイランの政変に現われている.

いずれにしても戦前から戦後にかけて石油メジャｰズ

は世界の産油国の強い要求により苦境に追いこまれて

CortるsHerrera)

さて石油国有化に踏み切ったカ

ルデナス大統領は1938年3月19目

政府に石油管理委員会を発足させ

大統領令によりメキシコ石油分杜と

メキシコ石油販売公社を設立したが

この両分社は1938年8月8目に統合

されてペメックス(PEMEX)が誕生

することになる.これでもって

油田の探査開発から採取･輸送を経

て精製さらに製品販売という一貫

生産金杜の形態が整えられた.

ペメックスの初代総裁にはビセ

ンテ･コノレテス･エレｰラ(Vicente

が就任したがセブン･シスタｰズの

一員であるロック･フェラｰ系のニュｰジャｰジｰ･ス

タン1ダｰド石油会社とロイアル･ダッチ･シェル石油会

社はペメックスに対するボイコットを宣言し一切の協

力を拒否した.

この結果これらの会社から引き継いだ諸設備の部品

購入は不可能となり精油所では技術者の不足を来し

ガソリン用の4鉛化エチｰルをはじめ他の不可欠の原

料も入手出来ないことになった.

上記の石油メジャｰズはこのボイコットによりペメッ

クスは失敗し30日間の中にメキシコ政府は石油関係一

切の利権を自分達に返還して来ることを期待した.し

かしペメックスはこの困難を克服

�
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しメキシコ石油労働組合連合の協力

の下に徐々に立直りさらに鉄道労

働組合はガソリンの供給に協力した

ため国内でガソリン不足のパニッ

クは回避された.

この石油国有化の時機を同じくし

て外資系鉄道の国有化も行われた

ため鉄道の補償金額も相当の額と

なり1935年当時に比べてメキシコ

の外貨保有高は1/4以下にまで低下

した.

ペメックスの前身のメキシコ石油

分杜は創立後直ちに探査を開始し

1938年7月ベラクルス州ラス･チョ

アパス(L･sCho･pa･)の付近でエ

ル･プラン(E1P1.n)55号井の試錐

を開始し同年11月841n1の深度で

油母層に当り当初目産880バｰレ

第2図北東油田地帯のガス回分布図(メキシコの石油:石油開発Vo1.8No.1より)�
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策1表北東油田地帯のガス田一覧表
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㊧番号は第2図に対応

(メキシコの石油1石油開発Vo1.8No,1よリ)

ルの原油を採取した.この油井はこ

れまでに86万7,000バｰレルの原油を

産出している.

第2次大戦にまつわるエピソｰドと

しては目本の帝国海軍がメキシコの石

油資源に目をっけメキシコに基地を

建設する計画を進めたことがありあ

る在留邦人が石油の入つたドラム缶を

地中に埋めてその上から試錐し石油を

噴き出させて調査に来た海軍将校を

マンマとだますという話がオｰル読物

に書かれたことがあるがこれは実話

らしい.

メキシコは1942年枢軸国に対し宣戦

布告をしているカミこの年にはメキシ

コ湾で5隻の油送船がナチスの潜水艦

により撃沈されさらに1944年にもも

う一隻の油送船も沈められている.

7)戦後発展期

第2次大戦後1946年11月20目ペメ

ックスはメキシコ市郊外のアスカポヅ

ツアノレコにデイェス･イ･オチョ･

デ･マルソｰ(!8deMar･o3月18目

と言う意)と名付けられた精油所の建

設を完了したがこの精油所は当時1

目当り5万バｰレルの処理能力をもっ

ものであった.これに平行してポッ

サ･リカからアスカポッツアルコまで

1目3万7,000バｰレノレの原油を輪送

する油送管も設置された.これらの

工事に要した費用は1億2,400万ペソ

に昇りこの中80%はワシントン輸出

入銀行からのクレジット残りの20%

の4,850万ペソはメキシコ政府が負担

した.

またペメックスは黄金地帯とその

延長部に探査を拡大しタマウリパス

州の北東油田地帯(Zon･No…t･)と

タバスコ州とチアバス州にまたがる南

東部油田地帯(Zon･Su･)でも探鉱活

動を開始した(第1図).

･北東油田地帯

後で述べるようにこの地帯はブル�
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ゴス(Bu･g･･)堆積盆地に属し1930年代の初期から小

規模のガス岡が2～3知られていたがペメックスの探

査により1945年ミシオｰン(Misi6n)1948年レイノｰサ

(R･yno･･)ブラジル(B…il)翌49年フランシスコ･カ

ノ(FranciscoCano)･モンテレイ(Monterrey)さらに

1951年にはレイノｰさから数マイル東側でトレビノ

(T･evino)等の重要なガス田が相次いで発見された(第2

図第1表).

これらは第三紀の始新世と漸新世の砂岩申にあり最

大規模のレイノｰサを代表してレイノｰサ油田群とも

呼ばれる.ちなみに油母層の深度はフランシスコ･カ

ノ油井で1,762mモンテレイ油井で2,118mである･

1979年におけるこの地域全体の産油量は1日平均約

65,000バｰレル液化ガスは10,000バｰレノレでありメ

キシコの全産油量からみると約4.5%ガスは約10%に

相当する.

最近話題になっているものとしてはコアウイラ(Co-

ahui1a)州とヌエボ･レオン(Nuevo』on)州にまたが

る中生代に生じたサビｰナス(S.bin｡｡)湾の堆積盆地で

巨大なガス田が発見されたことがあげられる(第3図)一

トラベルティｰノ(Travertino)モンクロｰバ(Mon-

c1ova)ラムパソス(Lampazos)およびブエナ･スエル

r;r･⑧

ハ27
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118｡旧
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*生産井

令非生産井

第3図チワワ州とコアウイラ州の油田探査ポｰリング

(Lopes二Ramos:Geo1ogiadeMexico皿より)

テ(Bu･n･Su･･t･)等の背斜構造にあるガス田の総埋蔵

量は3兆立方フィｰトに達するといわれており各井戸

のガスの噴出量は1目400万立方フィｰトを上廻り1!

か所のガス井から1目当り1億5,000万立方フィｰトの

生産量が報告されている.

これらのガス田はジュラ紀層中にありガス田の規模

は長さ32たm幅8ヒ皿で深度は3,000m前後であると

のことであり私もモンテレイからサビｰナスに行く途

中でペメックスのボ』リングの現場をしばしば望見した

ことがある.

･ベラクルス州の油田地帯

北西一南東に長く帯状に分布するベラクノレス州の油田

群は北部･中部･南部の油田地区に3分され得る.こ

の中北部油田地区はタムピコを中心と'しサン･ルイ

ス･ポトシ州との境のエバノ･パヌコ油閏にまで拡がる

ものでメキシコでの石油発祥の地である.次に中部

油田地区はナウトラ(N･ut1･)付近にある黄金地帯で過

去において石油黄金期を築いた地帯であり南部油田地

区は主に戦後開発されたものである.

北部油田地区1904年エバノ油田が発見されて以来

タムピコ間で多くの油田が発見されたがペメックスの

手により開発されたものとしては1956年のタマウリパ

ス(Tamau1五pas)･コンスティトゥジオｰネス(Consti-

tucion･･)油目ヨおよび1968年のアレンケ･スｰノレ(A･･nque

Su｡)油田が特筆される(第4図第2表).

一般に油母層は白亜紀の石灰岩であるがアレンケ'

スｰルでは上部ジュラ紀の石灰岩であり現在1目2万

1,000バｰレルの原油が生産されている〔最近この地区

のチコンテペック(Chicontepec)付近で第三紀層中に油田

が発見されたと言われる〕

中部油田地区ペメックスは!948年黄金地帯でモラ

リｰジョ(Mo･･1i11o)油田の探査に成功し走がさらに

1952年黄金地帯の南東約120kmの付近で新油田を発見

しエゼキエノレ･オルドｰニエスの功績を記念してE･オ

ルドｰニエス油閏と命名した.これを端緒として黄

金地帯の南側で次々に油田が開発されたため以前から

知られた黄金地帯を旧黄金地帯(Antigu.F.j.d.O｡｡)

新しく開発されたところを新黄金地帯(Nuev.F.jad.

Oro)と呼ばれるようになった.

この新1目黄金地帯は弧状に連続し油母層は中部白亜

紀のエル･アブラ(E1Ab･･)石灰岩であることが明かと

なったがこの石灰岩はもともと大陸棚の縁辺部に発達

した珊瑚礁から由来したものでありこれまで判明した�
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策2表北部油田地区の油田

群(1977年7月1日現在)

油田名

発見年

油井数

深度

(フイｰト)

日産量

(バｰレル)

全生産量(バｰレル)

��

���������������㌵������

B趾｡odon�1959�8�4,370�283�8,795,709�17

��瑩�捩潮�������〰�����㈱��〉�

�慮��������㌉��〉�㌲����㈬���

Tamau1五pas�1956�86�4,200�6,827�47,403,314�18

���略癯������㌉���������

��������������㌳����㈰��

��潰愉������㌉�����㈬��㌶

�牡���敲��畉�㈰〉��〉��㌉�������㈰

So1edadNorte�1973�36�5,222�1,276�1,672,888�一

丁三buron�1965�5�7,314�365�5,940,635�20

TresHeτmanos�1959�19�6,690�3,787�93,808,154�21

�����捴潢敲�������倮�っ瑯�����〵�㈰��

弧状の新旧黄金地帯は環礁の西半部に相当するという推

定カミ下されこの推定が正しいとすればこの油目ヨ地帯

の沖合のメキシコ湾中にエノレ･アブラ石灰岩の環礁の東

半部が存在する筈であるという結論に達しメキシコ湾

で海上地震探査が実施された.

そのデｰタを解析した結果エル･アブラ石灰岩の連

続性が確認され湾内の浅瀬を利用して人工島を築き

1963年ロボス島(I.1.d.L.b｡｡)で試錐を実施しロボス

島1-B号井で探査に成功して海底油閏の開発が始め

られた.

さらに探査を進めた結果メキシコ湾の海底約70km

にわたり油田群が連続して分布することが明らかと在り

これを海底黄金地帯(F.j.d.O.oM｡｡in｡)と名付けら

れた.この地帯では1966年に発見されたアトゥン

(At直n)油田が最大の規模のものといわれている(第5図

第3表).

さて新黄金地帯の南西で1928年に発見されたポッ

サ･リガ油田地区では新黄金地帯に平行して1956年サ

ン･アンドレｰス油田をはじめ1958年ヒリアッバ(Ji1i一

･pa)翌59年ミケトラ(Miquet1･)1962年レモリｰノ

(Remo1ino)等の各油田が開発されたが主力のポッサ･

リガ油田は現在でも1日4万7,000バｰレルの原油を産

出している.

南部油田地区この地区はコルドバ(C6.dob｡)油田

地区とも呼ばれベラクルス市の西南に位置してベラク

ルス堆積盆地内〔この南部をババ日アバン(PaP･loapan)堆

積盆地と呼ばれる〕に分布する.ペメックスにより

1953年アンゴストゥｰラ油因が最初に発見されその後

コクイテ(Cocuite)サン･パブロ(SanPab1o)･リコン

パチュｰ口(RiconP･che･o)ミラドｰノレ(Mi｡｡do｡)等

の油田が相次いで開発された.南部油岡地区の地質は

中部油固地区とは若干異なり滴母層は白亜紀の石灰岩

中にあるカミガス層は漸新世の砂岩中に存在する.

1976年から77年にかけてポヅサ･リカｰベラクルス

地域で探査カミ実施され1976年には15本の試錐の中5

本が油母層を把握しその中の2本は初産量1目当り数

100バｰレルと報告されており1977年には8か所の有

望な試錐結果が記録されている(鶏6図第4表).

ポッサ･リガ油田を中心としたベラクルス州の原油の

産出量は1目12万バｰレルを上廻りメキシコの全生産

量の10%弱に相当しまた天然ガスは全生産量の15%程

度である.

'㍉

㌦

＼

1“利一{.

･1･1…1…l1歳1群へ

第4図ベラクルス州北部油田地区(エバノｰパヌコ油田地区)

(1二〇pesRamos:GeologiadeM`xico11Iより)

鮒�
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策3表

中都油田地区の油田群(1977年12月現在)

油田名

発見年

油井数

深度

(フイｰト)

日産量

(バｰレル)

全生産量(バｰレル)

��

■�■■��■■�■■■■■■��

At丘n�ユ966�4�9,040�1,076�30,081,780�37

Bagre�1973�10�10,919�11,945�17,024,237�■

��捨漉���������������

CenodelCarbon�1960�33�9,396�629�3,542,748�一

���漉�������㌹�������

���杯�������〉�������㈱��

�����㌉㌵����������㈴�㌴

��整����������������㌉㌵

��愉����������������

����������������������

Papantla�1962�12�9,036�258�3,320,598�一

�穡剩���〉㌸���〉���������㌴��

Remo1ino�1962�54�10,745�1,887�17,530,493�一

Ruachuelo�1972�3�10,793�484�1,482,817�一

卡��晥��������〉㈹�㈳�����㈷��

Acuate㎜pa�1955�13�4,085�1,541�24,047,292�21

AlamoJardin�1957�22�■�472�22,416,403�一

Cop割1�1957�10�4,610�333�1,698,155�15

������������〉��㌰����

��摯�稉���㌉�㈲〉����������

Mo昌aCenaaa�1956�6�4,085�440�10,899,934�22

�潴数散��㌉���㌷����㈲���㈰

SantaAgueda�ユ953�30�4,789�3,824�96,653,316�16

Angostura�1953�8�4,405�346�21,95星,836�15

���潮捨���������㌉��㈬��㌷

��慮�慳�畭��散�����

∴ふ楓伽
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第5図ベラクルス州中部油田地区(新･旧および海底黄

金地帯とポッサ･リガ油田を含む)

(LopesRamos:GeologiadeM6xico皿より)

南東部油田地帯

最近メキシコの原油産出量の約85労を占める南東部油

田地帯では1972年以降に開発されたレフォノレマ(R.fo｡一

m｡)満目ヨ地区カミもっとも重要た役割を果している.

1950年から51年にかけてペメックスはメキシコ湾に近

接したシカランゴ(Xi･･1･ng･)とマクスバｰナ(M･･u･一

P･n･)堆積盆地でホセ･コロｰモ(Jo･eC･1･mo)のガス

田の開発に成功した.とくにホセ･コロｰモは中新

世の砂岩中にあり数兆立方フィｰトの埋蔵量をもつと

レ､われる.

しかしタバスコ州とチアパス州にまたカミるレフォル

マ地区で1972年シテイオ･グランデ(SitioG･･nd･)と

カクトウス(C｡｡tu｡)の両油困の発見これに続いてサマ

リア(Samaria)タンドウアカン(Cunduacan)サバンク

イ(Sab･n･uy)の油田群さらに1975年初期にはニスペ

ロ(Ni･p･･o)とイリデ(I･id･)の各油田が開発されレフ

ォルマ油目ヨ地区は一躍メキシコ石油界の大立物にのし上�
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策4表南部地区の油田

群(1977年12月現在)

油田名

発見年

油井数

深度

(フイｰト)

日産量

(バ』レル)

全生産量(バｰレル)

��

�慴愉���㌉�〴〉�㌉�������

�楣������〉㈬㈰〉���������㌰

��牲漉�㌱��㈬㈰〉�〴�����㈵��

��慮������〰����������　

�桵慴�������㈳����������㈹��

LosSo1dados�1953�22�4,492�1,378�20,354,必6�32

��慣慮���㈲��㌹���〉�������

卡���愉�����〳��〉�����㌶

Ta㎝ilo1apa�1955�2�2,925�277�2,699,649�36

������㌸������������㈸

���湧伉������〉��������㌲

Con㏄pcion�1973�8�1,680�1,799�688,906�34

��慮�慳�畭��散�����

って来た･このためメキシコは石油輸入国から輸出1945年ロペス･ラモス(L.p｡｡R.m｡｡)とギジェノレ

国に転じさらに後で述べるようにカンペチェ沖油モ･サラス(Gu111･･m.RS.1｡｡)の両名の地質家はクバ

山群の発見で世界の各国から熱い視線を集めるようにスコ州とチァバス州の白亜紀の石灰岩を調査しこの他

なる次第である(第9図)･域にはベラクルス州の含油層と厨性質の石灰岩が分布し

このレフォルマ油閏群は中生代の地層にあるものとしマクスバｰナの南の石灰岩中に油徴のあることを報告し

ては北米大陸で最大級といわれているがカンペチェている.

沖油田群はこれを大きく上廻ると推測されている.

さてレフォルマ油田群の発見に到る経過をたどれば1952年ペメックスはミラグロ(Mi1.g｡｡)1号井のボｰ

長い歴史が秘められており1900年代の初期からデワンリングを実施したが途中断層に出会い目的を果せず

テペック地峡やタバスコ州では油徴のあることカミ知らまたチアパス山系で5本ボｰリングしたが油田の発見

れており中新世の砂岩中からガスと原油の産出もあっには到らなかった.

たが1930年賀からベラクルス州の油田群の状況からみ1960年ベラクルス州のナンチタル(N.n.hita1)山系で

て第三紀層の下にある白亜紀層中にも油母層の存在す白亜紀の石灰質砕屑岩中に油同ヨが発見されたカミ小規模

る可能性が議論されるようになってきた.であったためこの油井は間もなく枯渇した.この興

このため1934年メキシコ石油会社エル･アギラはタペメックスはテワンテペック地峡からユカタン半島にか

バスコ州の州都ビｰジャエルモｰサ(Vi1一

喝

1･h･･m…)の北西約25kmにあるハラッパ

(J･1.p｡)付近でボｰリングを行い1号井は

㐧

深度2,386mに達したが塩水の浸入にによ仰舳"θ

螢㎜

り工事を中止せざるを得なかった.

このボｰリングでは第三紀層を貫き白亜＼牡＼

紀層の上限にまで達したがこれまで油母層←〕

1裟淳蕩薫＼㍗､に

㍑隻現こ二11算㍗1いふ旺次へ､｡土､

第6図ベラクルス州南部油田地区(コルドバ油田地区)

(LopesRamos:Geo1ogiadeM'exico耳より)�
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第12図

南東部油困地帯

斜線部:レフォルマ油田群
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皿より)

けて海岸平野沿いに広域的な物理探査を実施し第三

紀層中のメコアカン(M｡｡oa｡｡n)とラス･マガジョ｣ネ

ス(L･sM.g.11on･･)の両満目ヨの発見に成功した.

1962年から64年にかけて先に述べたロペス･ラモス

とギジェルモ･サラスの勧告によりロｰマス･トゥリ

ステス(Lom.sT.ist.s)1-A号井とタゴタルパ(T｡｡｡一

t.1pa)1号井のボｰリングを実施しさらに1964年ハル

ハ(Ja1pa)3号井の試錐を行ったが油田の発見には到

らなかった一しかしこれらの試錐により第三紀層の

柱状図が解明され白亜紀層中に油徴が確認されて今後

の探査に種々の貴重な指針が得られた.

1971年ビｰジヤェルモｰサの南西約30kmにあるチア

パス州のシティオ･グランデで試錐が実施された.こ

れは最初第三紀層中の油田探査を目的としたが途中そ

の計画が変更されて白亜紀層まで掘ることになった.

この試錐はゆるやかな背斜構造部で行われ翌72年5

月7日深度4,120mから4,174mの間で中部白亜紀の石

写真3カクトゥス油田のボｰリング作業

(鳥居原正敏氏提供)

灰岩中に油母層を把握した.最初1目当り270m3の原

油と10万g,000m3のガスを産出したと記録されている.

地震探査の結果ではこの油岡の背斜構造は北西一南東

方向に11km連続しその幅は7たmと解釈されている.

シティオ･グランデ1号井の発見に続いてその北北

西でカクトゥス油閏が発見されたが同じ｡く緩傾斜の背

斜部に相当する地点で深度3,740mで油母層に当った.

このカクトゥス1号井の初産量は1目269m3の原油

と!6万m3のガスが記録された.

1973年サマリア油帥ミ続いて開発されたがこの油岡

は以前から第三紀層中の原油が採取されており今回は

深部ボｰリング(発見深度4,319m)で白亜紀とジュラ紀の

石灰岩中に油母層のあることが判明した.

レフォルマ油田群地域では1975年までにタンドゥア

カンとサバンクイの各油閏カミ発見されこの5つの油田

からの原油の合計産出量は1目30万バｰレルを上廻り

各油井の1本当りの平均産出量は1目4,200バｰレル以

写真4カクトゥス油田の油井

(鳥居原正敏氏提供)�
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策5表南東部油田地帯の油田

群(1977年12月現在)

油田名

発見年

油井数

深度

(フイｰト)

日産量

(バｰレル)

全生産量(バｰレル)
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上と報告されガスと油の比率は1,770:1と算定され

ている.

1975年初期にはさらにニスペロとイリデの両油田も

開発されレフォノレマ地域で7つの油田の生産が行われ

ることになった.これらに加えて1976年チアパス州

でリオ･ヌエボ(R且｡Nue∀o)アガベ(Agave)ムンド

･ヌエボ(MundoNuevo)またタバスコ州でトゥレス

･プエブロス(TresPueb1os)クリソル(Criso1)および

ティエラ･コロラｰダ(Tie｡｡aCo1o｡｡d｡)等の油固が開

発されたため1976年4月末にはレフォノレマ地域で80の

油井から1目44万2,000バｰレノレの原油を生産した.

これは各油井当り平均5,524バｰレルという計算になる.

なおこの原油に液化ガスを加えれば1目の生産量は95

万バｰレルに昇ることになる(第7図第5表).

この生産量の半分はサマリア油田の23の油井から産出

されタンドゥアカン油閏は6本の油井から1目7万バ

一レルを産出している･しかしシティオ･グランデ

アントニオ･J･ヘルムｰデス(AntonioエBermudez)

コマルカルコ(Com･1･･1co)等の油田では噴出圧力の低

下に対処するため1目1万2,500バｰレル～6万9,800

バｰレルの水の注入が行われている(原油1バｰレルにつ

き2～3バｰレルの水の注入が必要といわれている).

1977年にはアルテサ(A.t｡･a)ヒラ』ルダス(Gir.1-

da･)コパノ(Cop･no)およびスヌアパ(Sunuap｡)等の

油閏がレフォルマ地域の南側で開発されまたタンドゥ

アカン油田の東でオシアカケ(Oxi｡｡｡qu｡)カクトウス

油因の西でパレドン(Pa･･don)油田も発見されたカミこ

れら各油井の産出量は1日約5,500バｰレルである.

南東部油困群地帯の原油の産出量は1979年11月現在に

おいて1目158万8,621バｰレルでありメキシコ全体

の産出量の約87%強を占め天然ガスの産出量も75%前

後であり現在メキシコ全体の産油成績からみてトップ

に位置する.�
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･カシベチェ沖(So皿地aeCamp㏄ムe)油田群地帯

がなり以前からカンペチェ州のカノレメン市(Ciud.a

d･C･m･n)の北方約80たmの海面に油が浮いているこ

とを漁民が報告してきたのでペメックスは海上地震探

査を実施した結果カンペチェ沖の大陸棚の南部で40

以上の油田の存在に好適な地質構造の分布するこ'とが判

明した.

この海底油田の開発は1972年チャック(Ch･c)1号井

で開始されアカル(Ak･1)バカブ(Bakab)でも油田の

発見に成功してカンペチェ沖油岡群の有望な将来が取

沙汰されるようになったがこの名前をもっとも高から

しめたのはイストック(Ixto｡)1号井であろう.

先にも一寸触れたカミ1979年6月3目早朝カンペチェ

沖約80kmでイストック1号井は深度1,860皿に達した

とき突然原油とガスの暴噴があり火災を生じてその

炎の高さは51mに達した.今世紀の初めに黄金地帯

でドス･ボッカス油井の大火があり正確な記録は無い

カミ1940年頃サン･ヘロニモ油困のケマｰド油井の炎上

等の暴噴と火災の状況と同じくイストック海底油同ヨも

暴噴のため制御することカミ出来なかったがこれは逆に

この油田のポテンジャリティｰの高さを示すものと解釈

され得る.

ペメックスの算定では当初1目3万バｰレノレの原油

が流出しその中約半分が炎上し残りの17%は蒸発

5%は回収したが27%は海水中に流入してメキシコ湾

を汚染し一部はアメリカのテキサス州の海岸まで漂着

したといわれる.この火災事故が始まった直後アメ

リカから石油火災消火の専門家が来て一度消し止めたが

その後直ちに暴噴が盛り返して再び火災となりあらゆ

る手段を講じたが消火することが出来なかった.結

局周囲から2本のボｰリングを行って泥など注入しま

た火災を起している油井には鉛を主とするテニスボｰル

大の金属球を投入して噴出能力を低下させた後傘状

の鉄板をかぶせて蓋をし火災発生から9か月後に漸く

鎮火させた.この間流出した原油は50万トン(約330万

バｰレル)に達したといわれる.

このカンペチェ沖油田群地帯は全体の面積の広さが

8,000たm2ありレフォルマ油田群地帯と平行はするが

別の大構造に属しこの中に40以上の石油を埋蔵するの

に好都合なドｰム状構造が存在する.これまでこの

40以上の構造の中の11をボｰリングしたが油困発見は

8/11の確率であることからその将来性は如何に大きい

か自ら明かであろう(第8図).

これまで発見された油閏はカンテレル(C.nt｡｡｡11)地区

のアカルチャックノｰチ(Noh･･h)の3油田の他

アプカトゥン(Abkat亡n)マロｰブ(Ma1oob)バカブ

クｰ(Ku)およびイストックであり1979年6月26目カ

ンテレル1-A号井の初産量は1目1万9,850バｰレル

同年9月30目カンテレル94号井の初産量は1目2万

8,400バｰレルの原油と430万m3のガスが記録されてい

る.

カンテレノレ地区の1-A号井4-A号井および2095

号井の3本の油井の合計算出量は昨年9月現在1日原油

5万バｰレルカス610万m3に昇り10月末生産を開始

したアカル3号井は1目6万バｰレルまたアカル74A

号井は5万バｰレルの原油を産出している.

ペメックスの発表によればカンテレル地区の確認埋

蔵量は104億バｰレル推定埋蔵量は200億バｰレルに

写真5タンドゥアカン付近の全景

写真6パレドン35-A号井6,463m掘さく

ラテンアメリカ諸国では最高深度�
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第8図カンペチェ沖油田地帯のドｰム構造と油田分布図

(LopesRamos:Geo1ogiadeM台xico皿より)

達するとされて括りこれらの状況からみてメキシコ全

体で予想される埋蔵量が1,200億～2,000億バｰレルとい

うのもあながち根拠の無い話ではない.

カンペチェ沖の産油深度は一般に2,500mから4,000m

の範囲にあるが白亜紀の礁性石灰岩である油母層の平

均した厚さは650mありこれまで判明した油閏群の分

寺

�

舶

ポッサ･リガ地区

油田分布■面積130km2

油'母層の厚さ70m

日産量114,O00バｰレル

レフォルマ地区

享山｢｢1う〉オ了丁耐干責357km2

油母層の厚さ400m

日産量1,075,000バｰレル

カンペチェ沖地区

油田分布面積700㎞2

油母層の厚さ650m

日産量225,000バｰレル

第10図主要油田地区の規模の比較と現在の日産量

(ペメックス誌より)
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布面積は700km2である.これをレフォルマ油田群と

比較すると分布面積はレフォルマの約2倍油母層の

平均厚さは約1.5倍となり昨年の11月現在目産22万

6,000バｰレノレの原油を産出してメキシコ全体の生産

量の約12.5%を占めているが年率7%の増産の下に5

年以内に1目300万バｰレノレの原油を生産するペメック

スの計画はカンペチェ沖油閨群の今度の開発により達成

されることは特別の事故でも続出しない限り容易で

はたいかと想像される(第9図第10図).

℀

!.バッハ.カリフ才ルニア

ノ(腕畑Ca肚㎝皿量3)半爵

ノハッハ･カリフォルニア半島の南部でも

ぺ

1二石亨曲革命H{

190ユ9{019501960ユ970

第9図原油の生産量と消費量

��

ペメックスは探査を実施しプリシマ･フラ

イ(PurisimaFray)およびセバスティアン･

ビスカイｰノ(S･b･･ti･nVis･･ino)地域で

15本のボｰリングが行われた(第1図).

これらの地域はアメリカのカリフォルニア

州のサクラメント峡谷堆積盆地の産油地帯と

地質的に共通性をもち厚い第三紀と白亜紀

の堆積岩類が発達する.

試錐の結果カンティｰナ1号井で深度

1,480～90mの付近から天然ガスが1目2万

4,000m3産出したと報告されたカミこれまで

のところ経済的に採算のとれる油田またはガ�
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策6表精油所と処理能力
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◎精油所｡一チｰ'

_ガス･パイプライン

ミナティトラン

サリｰナ.ク･ノレス

第11図主要精油所とガスパイプライン

精�油所�処理能力(バｰレル■目)

�アスカポッツアルロ�105,O00

マテ�一口�185,OOO

�ミナティトラン�275,OOO

ポッサ･リガ��38,000

レイノｰサ��20,500

サラマンカ��200,000

トウ�一ラ�150,OOO

�カデレイｰタ�235,OOO

�サリｰナ･クルス�170,000

ス因は発見されていない.しかし今後の探鉱如何に

よっては生産可能なものが発見される可能性が残され

ているといえよう.

･精油所とガス･パイプライン

メキシコ市郊外のアスカポッツアルコ精油所の建設以

降ペメックスは1950年7月30目グアナフアト(Gu.n｡一

ju.t｡)州のサラマンカ(S･1｡岬｡n｡｡)に精油所の設置

1955年4月12目ポヅサ･リガ精油所の拡張同年12月19

目レイノｰサの天然ガス液化工場さらに1956年2月12

目ミナティトラン精油所の新設等の工事を竣工させた.

最近のニュｰスとしては1979年3月18目ヌエボ･レ

オン(Nu.voL｡｡n)州のカデレイｰタ(C･d.r･yt｡)に精

油所を建設したが1目23万5,000バｰレルの原油を精

製する能力を持ちトゥｰラ(Tu1･)精油所の1.5倍

アスカポッツアルコの2.5倍の規模を持っている.ま

た同年8月24日オアハカ州のサリｰナ･クノレスにも精

油所が完成されこれによりペメックス全体の原油精製

能力は1目96万5,000バｰレルから113万5,000バｰレル

に上昇した(第6表).

一方天然ガスを輸送するパイプラインはチアパス州

のカクトゥスからヌエボ･レオン州のロス･ラモｰネス

(Lo･R･m･n･･)まで延長1,247長mの敷設が完了したが

この工事費は総額160億ペソを要した.これにより

1目2,200万m3の天然ガスの輸送が可能となりこのた

め原油14万7,000バｰレルが他の工場に振り向けられる

かまたは輸出に廻せることになる.

石油の産出に伴う天然ガスの処理如何によっては原

油の生産量にも影響して来るといわれており天然ガス

の全量を国内で消費し切れない場合廃棄するか輸出す

るか二者択一を迫られることになる.アメリカはメキ

シコの天然ガスの輸入には積極的であるのでこのガス

･パイプラインの完成によりメキシコの原油と天然ガス

の生産は今後も順調に伸びて行くであろう(つづく).

写真7アスカポッツアノレコ精油所

写真8ナティトラン精油所�


